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県地学会慣例の冬季巡検が、
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といってもよいデスモス

ら特]ちオ工でい
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クルミガイ、ウニ、

ミオギプシナ

デスモスチルス
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濃飛流紋岩類 I (基盤)

秩父中古生層

瑞浪市化石博物館パンフレツトにより作成(半田)

我々も 汗を流したが、あまり多くの成

をあげることはできなかった。それでもノ

ジュールのなかに木葉化石を見つけることが

できた。解散直後によい場所を探しあてたグ

ループは保存のよい員化石(キララガイ、ユ

キノアシ夕、ホタテ、ゲンロクソデ、ガイなど)

してい 1<-0 

あ C々 つ

カ宝、 がイ七

4時になっているうちに

をまわって、もう くなりはじめり

ていた。

ぞける「教青の広場」のコーナーもある O この日は

なく、貸切りの状態でゆっくりとみるこ

とができた。

博物館のわきには に擁られた綿くつ

(懐古洞)が保存されており、薄暗い照明の中、

にはハマグリ、カガミガイなどの貝化おを見

ることができるが、大型化石の数はあまり多くない

ように思った。

一行は化石博物館隣接の掬磁資料館も見学した。

焼物の町(美濃焼きなど)らしく、古代から現代に

るまでの掬磁器などの展示は訪れる者の日を楽し

ませてくれる O 麗外には陶磁器の原料を造っていた

ど

博物館の向かい側の

して

り、多くの化石を見ることができる O ここは天然

されて り、いくつかの説明板がある O

でフ険 、ア シルト の中に い2枚の 〉タに閉耐 L胆輔

ブ られ、アベックタフと呼ばれてよし と

この と、 は、

可 け、 くの土岐川 に移った。こ

下ア

丸山 は、山野内層だという O

河原に下るとあちこちにハンマーの跡があり、
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